
中核的病院の今後の検討方針

地域の医療機関と連携して対応す
るとともに、高度専門医療や三次
救急を担う医療機関や、専門の診
療が可能な隣接地域の医療機関と
の相互連携を強化することにより、
「連携の核となる病院」としての
機能を果たす。

検討にあたっての考え方（検討方針）

 段階的な整備・拡充
診療科、病床については、医療資源を効果的に活用しながら、

段階的に整備・拡充する。

 郡内の医療動向への配慮
民間の医療機関の経営や進出を妨げないよう配慮。

次回の検討会議（第４回）で、診療科（入院・外来）、病床規模を議論する。

医療機関との連携強化 ICT技術の積極的な活用

患者サービスや医療の質の向上、

効率的な医療提供体制の整備を

図るため、遠隔診療による専門

医療機関との連携など、スマー

トホスピタルを目指す。

必要な診療科に関し、以下を検討
入院治療まで対応するもの
外来診療のみ対応するもの

・地域の医療機関等と連携し、地域のニーズに応える医療の提供

・高度専門医療や三次救急医療における隣接地域の医療機関との連携

・専門医療機関と連携した遠隔診療など、ICT技術の積極的な活用

第２回検討会議

コンセプト① 地域に密着し、連携の核となる病院

双葉地域における医療ニーズについて、
中核的病院だけでなく、他の医療機関
と機能分担の上、相互に連携して対応
する。

連携イメージ
連携中枢機能を果たし、相互に連携
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